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「ゆたかな心」 
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令和６年度がスタートし、オープンスクール、家庭訪問、体育祭の準備など慌ただしく４月が過ぎていきまし

た。先日、グラウンドに土を入れ整備していると、「教頭先生、グラウンドをきれいにしてくださりありがとうござ

いました。」と声をかけてくれる生徒がいました。体は疲れていましたが、心はとても温かくなりました。この子

は、人の気持ちが分かる、ゆたかな心を持っているのだと思いました。私も感謝の心を持って接することの大切

さを改めて考えさせられました。こんな温かい心を持つ児童生徒が河合という地域では育てられているのだと

思います。学校だけでなく、地域でも「ありがとう」の気持ちを持つ場面はたくさんあるでしょう。自転車に乗っ

ているときに、通行がしやすいように待っていてくださる自動車があったり、「今日も元気で行ってらっしゃい」

と声をかけてくださったり。こんな時に、河合の君たちならどんな言葉をかけ、行動をするのでしょうか。 

「ありがとう」の気持ちを忘れずお互いを大切に思う河合地域の一員でありたいですね。 

これから全校生 147名で、あたたかい「ゆたかな心」を創り上げてくれることを楽しみにしています。 

 

「スタートライン」これは、昨年度のかわい小中合同体育祭のスローガンでした。９学年がそろう唯一の機会

である合同体育祭を、河合小中学校すべての児童生徒のきずなのはじまりにしたいという子どもたちの願いが

こめられていました。実際、「他者と共創し主体的に学ぶ児童生徒の育成」という教育目標に向け、児童生徒会

中心に小中学生がかかわり合い、試行錯誤しながら、自分たちの手で演技を創りあげてくれました。体育祭後

の行事や学校生活にもそのきずなをつなげて、あたたかい「かわい Famiｌy」となりました。 

本年度の体育祭も新しいスローガンのもと、このあたたかい「かわいFamily」のきずなをさらに深め、さまざ

まな事態に対応できる力を創りあげてくれると思います。 

体育祭当日は、子どもたちのがんばりをぜひ会場でご覧ください。 

 

 

～授業づくり～ 

河合中学校は『未来を切り拓く協働的で探究的な学びの創造 ～教師の思いを起点とした授業づくりを

通して～』をテーマとしてこれまで研究を進めてきました。その実践の上にたって、今年度、本校で「東

播磨・北播磨道徳教育研究大会」が開催されることをふまえて、『自己を見つめ、他者と共に未来を創る児

童生徒の育成』をテーマに、道徳授業を中心とし研究を進めていきます。担任が行うことが多い道徳です

が、本年度は全教師が道徳で授業研究を行います。道徳的価値にどう迫り、児童生徒の心情をどう揺さぶ

ることができるのか、それにより児童生徒がどう変容していくのかを、全教師で考えていきたいと思いま

す。今まで通り、児童生徒と教師が、「主体―主体」の関係を根底に置き、共創する授業を作っていきたい

と思います。 



～文化づくり～ 

 4/15（月）の児童生徒総会において、令和 6年度の児童生徒会スローガ

ン「河合革命～仲間と共に日々進化～」が発表されました。児童生徒会役員１

1名が、春休み中に会議を重ね、思いを込めて考えたスローガンです。また、

総会の中では、専門部活動の方針や学級目標などを発表しました。全校児童

生徒１47名が全力で取り組む活動を期待します。 

７年生は、進級後すぐに自転車訓練を実施しました。荷物のくくり方や運転

に不安のある７年生に、９年生が優しく丁寧にアドバイスをする温かい姿が見られました。7年生が学ぶだけでな

く、9年生にとっても、7年生に教えながら改めて自分たちの交通マナーを振り返る機会になりました。こうした学

年を超えた関わりが増えるように活動を考えていきます。 ５/２5（土）にかわい小中合同

体育祭が行われます。児童生徒会役員だけでなく、各学年で役割を担い、放課後や休み

時間を使い準備を進めています。本番だけでなく練習の中でも、一人ひとりが輝き日々

成長していく姿を見せることができる体育祭になることを願っています。 

～ゆたかな心づくり～ 

 新年度が始まって一か月が経ちました。児童生徒は新たな環境で目標をもって毎日を頑張っています。 

新６年生は慣れない中学校舎の中でも元気いっぱい。毎朝昇降口に６年生の大きな声の挨拶が響いていま

す。毎日学校生活を楽しみに登校している児童がたくさんいる証拠です。初めての専門部活動では、毎週の活

動を記録する専門部ファイルを通して部長に質問を寄せるなど、積極的な姿勢が見られます。昨年度から中学校

舎で過ごす７年生にはいわゆる中一ギャップは見られず、毎日スムーズに学校生活を送っています。それどころ

か、学年が上がり中学生になった自覚は十分にあるようで、これまでどおりの活発さに加え、人の話を聞く場面で

切り替えができるようになってきました。新たに始まった部活動ではどんな練習に対しても目を輝かせて生き生き

と取り組むことができています。 

 河合中学校は、一人ひとりの個性を大切にしながら、のびのびと成長していける環境づくりを目指しています。

スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーと連携していける体制もあります。些細なことでも困りごと、

悩みごとがありましたら気軽にご相談ください。 

～地域づくり～ 

先日のクリーンエコでは、ご協力ありがとうございました。このクリーンエコでの収

益金は、部活動補助、わくわくオーケストラ、たてわりふれあい講座等に有効に活用

させていただきます。第２回（９月７日（土））の参加もよろしくお願いします。 

５月２５日（土）のかわい小中合同体育祭は、地域の体育祭として多くの方に参観し

ていただければと思っています。体育祭１週間前の１８日（土）には、河合まちづくり協議会を中心とした地域の方

とＰＴＡの方に河合中学校のグランド・敷地の草刈りをしていただきます。子どもたちにとっても、地域の方の存

在・支えを知ってもらうよい機会であると思います。１年間いろいろな面でお世話になりますが、よろしくお願いし

ます。 

【５月の主な行事予定】 

１８日（土）草刈り隊（雨天時 19(日)） 

２５日（土）小中合同体育祭（雨天時 26(日)） 

 

 

２７日（月）振替休日 

３０日（木）中間考査１日目 

３１日（金）中間考査２日目・いのちの講話 

 


